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１．市民意向調査の結果概要 

約 600 人の市民の皆さんから、伊東市の住みやすさや各種施策の満足度など

について、意見をいただきました。 

 

 

① 伊東市の住みやすさ、定住意向 

 現在の住みやすさは、「住みよい」が最も多く 41.3％、次いで「普通」が

37.6％でした。『住みよい』（「たいへん住みよい」＋「住みよい」）と評価

している人は 48.5％、『住みにくい』（「住みにくい」＋「たいへん住みにく

い」）と評価している人は 13.8％でした。 

 住みにくい原因としては、「道路の渋滞がひどい」や「交通の便が悪い」、

「医療施設が充実していない」、「物価が高い」「税金が高い」といった理由

が比較的多くあげられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊東市に住み続けたいか、については、「現在の場所に住み続けたい」が最

も多く、全体の 70.9％を占めています。「市内の他の場所に移りたい」と回答

した人は 13.0％、「市外に移りたい」は 7.3％となっており、定住の意向が高

いことがうかがわれます。 
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② 都市基盤の満足度 

 他の分野と比較して、都市基盤などの

分野全体は、満足度が低く、改善が求め

られていることがうかがわれます。 

 「日照、通風など住環境の向上」「水

道の改良・整備」は、満足度が高い結果

となりました。 

 「自然環境の保全」「河川や海岸の浄

化・美化」「ごみの減量・再資源化」

「地球環境や身近な環境の保全」は、比

較的満足度が高く、環境への志向の高さ

がうかがわれます。 

 一方、「伊東駅、駅周辺市街地の整

備」「公共交通の充実」「身近な生活道

路の整備」といった交通などの関連は、

満足度が低く、今後の取り組みが必要と

されています。 

 

 

 

 ③ 医療・保健、福祉、市民生活の満足度 

 医療・保健、福祉、市民生活に係る分

野は全体的に満足度が低い状況となって

おり、よりよい改善が必要とされていま

す。 

 「病院など市内の医療施設の充実」

「救急医療の充実」は、他分野の項目を

含めてみても、満足度が低く、市民が最

も求めている取り組みと思われます。ま

た、「地域における災害への備え」も満

足度が低く、必要性の高い取り組みと思

われます。 

 「地域における福祉活動」「消費者被

害の対策」「保育所、児童館、学童保育

などの保育環境の充実」「高齢者の生き

がいづくりの支援」などは、他の項目と

比較して、満足度の高い評価を得ていま

す。 
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④ 教育、生涯学習の満足度 

都市基盤や医療・保健・福祉などの

分野と比較すると、教育・生涯学習分

野全体では、満足度が高い傾向がみら

れます。 

しかしながら、「義務教育の内容の

充実」は満足度が低く、この分野にお

いて必要性が高い取り組みであると思

われます。 

「学校施設の充実」は、満足度は中

ほどに位置していますが、更なる充実

が求められているものと考えられてい

ます。 

 

 

 

 ⑤ 市民参画の満足度 

市民参画に係る分野は全体的に満足

度が低いのが現状で、市民参画への関

心の高さをうかがうことができます。 

なかでも、「市民の声をうかがう機

会の充実」は、満足度が低く、今後の

取り組みが必要とされています。 

 

 

 

⑥ 産業に係るまちづくり 

将来の産業などのイメージは、「観光文化都市として、今後も観光産業が充実し

たまち」が最も多く、54.0％と過半数を占めています。次いで、「伊豆東部地域の

中心都市として、商業が充実したまち」が 12.6％、「住宅地や商店などの生活環境

が充実した、住宅のまち」が 12.2％となっています。 
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⑦ 合併の必要性 

合併の必要性については、「どちらかといえば合併する必要は無い」が最も多く

32.4％、次いで「合併する必要は無い」が 25.8％となっており、合計で 58.2％の過半数

以上が『合併する必要はない』と考えています。 

『合併する必要がある』（「合併する必要がある」＋「どちらかといえば合併する必

要がある」）と回答した人は 25.8％、「わからない」と回答した人は 15.9％でした。 
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２．第八次基本計画策定経過 

 

年 月 日 内     容 

H１６． ７．２０ 政策会議         「第八次基本計画策定方針」決定 

１１．１０ ＷＧ会議（第１回） 第八次基本計画策定方針説明 

議長・副議長、分科会リーダー選出 

事務事業総括評価表作成依頼 

１２． １ 市民意向調査実施（回収１２．２２まで） 

H１７． ２． ８ ＷＧ会議（第２回） 事務事業総括評価の結果報告 

施策評価実施依頼 

３．３０ 市民意向調査結果報告 

４．１９ 企画会議（第１回） 施策評価の集計結果の報告と修正 

４．２５ 調整会議（第１回） 施策評価、市民意向調査結果の報告 

４．２６ ＷＧ会議（第３回） 施策の体系の整理、課題、施策の方向性作成依頼 

５．２４ 施策評価、市民意向調査結果を市ホームページで公表 

６． ２ 

 

ＷＧ会議（分科会） 課題の整理、施策の体系、施策の方向性の検討を行い、 

素案作成を依頼 

（６．１７まで４分科会延べ１２回開催） 

７． ８ 企画会議（第２回） 基本計画案（WG 案）提案 

８． ５ 調整会議（第２回） 基本計画案（企画会議案）提案 

９． ８ 調整会議（第３回） 基本計画案決定 

１０． ７ 総合計画審議会（第１回） 委員委嘱、正副会長互選、諮問、諮問案説明、 

専門部会正副部会長互選 

１０．１１ 総合計画審議会     第１専門部会（第１回） 諮問案の審議 

第２専門部会（第１回）    〃 

１０．１２ 総合計画審議会     第３専門部会（第１回） 諮問案の審議 

第４専門部会（第１回）    〃 

１０．１７ 総合計画審議会     第１専門部会（第２回） 諮問案の審議 

第２専門部会（第２回）    〃 

１０．１８ 総合計画審議会     第３専門部会（第２回） 諮問案の審議 

第４専門部会（第２回）    〃 

１０．２６ 総合計画審議会     第１専門部会（第３回） 諮問案の審議 

１０．２７ 総合計画審議会     第２専門部会（第３回） 諮問案の審議 

１０．２８ 総合計画審議会     第３専門部会（第３回） 諮問案の審議 

第４専門部会（第３回）    〃 

１１． ７ 総合計画審議会（第２回） 諮問案の審議 

１１．１０ 総合計画審議会（第３回） 諮問案の審議、専門部会の報告、答申決定 

１１．１５ 総合計画審議会から第八次基本計画答申 

１２．２２ 市議会全員協議会への第八次基本計画報告 
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３．第八次基本計画策定体制 

 

伊東市総合計画審議会委員名簿 

 （五十音順・敬称略） 

会長  鈴木 洋子    副会長  萩原 直義 

部 会 名 団体・役職名 氏   名 

伊東市農業委員会会長 太田  桂一郎 

伊東市漁業協同組合専務理事 北村  富雄 

あいら伊豆農業協同組合代表理事組合長 萩原  直義 

伊東商工会議所専務理事 前田  宗宏 

伊東市議会議員 ◎増田  忠一 

第１専門部会 

（活力あるまちづくり） 

伊東観光協会専務理事 ○山下  弘之 

伊東建設関連業者連絡協議会地域開発委員長 ○稲葉  憲一 

伊東市議会議員 ◎稲葉  知章 

東海自動車株式会社取締役自動車営業部長 市川  和雄 

伊東青年会議所副理事長 太田  貴久 

静岡県総務部東部地域支援局次長 小川  英雄 

第２専門部会 

（快適なまちづくり） 

伊豆急行株式会社経営企画部次長 村木  金夫 

伊東市地域行政連絡調整協議会会長 ○太田  和男 

伊東市議会議員 ◎荻野   聡 

伊東市議会議員 掬川  武義 

伊東市社会福祉協議会副会長 土屋   正 

第３専門部会 

（安心して暮らせる 

まちづくり） 

伊東市行政改革懇談会委員 山下  節子 

伊東市教育委員会委員 ○井原  優子 

伊東市文化協会会長 齊藤  健治 

伊東市体育協会会長 白井   隆 

ＮＰＯ法人まちこん伊東（会計） 田畑  朝惠 

第４専門部会 

（学び豊かなまちづくり） 

伊東市議会議員 ◎平沢  克己 

◎ 部会長    ○ 副部会長 

 

 

 



 123

資料編 

 

 

 

 

伊東市総合計画推進会議 

調整会議委員名簿 

 

役 職 職  名 氏  名 

議長 助役 青木 昇  （田巻 浩） 

委員 収入役 （三橋 政昭） 

委員 教育長 佐藤 悠 

委員 企画部長 杉山 雅男 

委員 総務部長 原  崇 

委員 市民部長 石井 照市 （山本 彰） 

委員 保健福祉部長 村上 雅啓 （鈴木 宏） 

委員 観光経済部長 滝下 宣彦 （武井 昭夫） 

委員 建設部長 臼井 美樹夫（森田 正也） 

委員 水道部長 池  龍彦 （稲葉 昭治） 

委員 消防長 石井 勇 

委員 教育次長 川添 光義 

委員 企画部参事 鈴木  渉 （滝下 宣彦） 

委員 総務部参事 青山  忠 （石井 照市） 

委員 市民部参事 大宮 弥宗司（鈴木 元治） 

委員 保健福祉部参事 石井 松男 （村上 雅啓） 

委員 観光経済部参事 土屋 章一 （冨岡 富士男） 

委員 建設部参事 鈴木 元治 （池  龍彦） 
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企画会議委員及びワーキンググループメンバー名簿 

 

企 画 会 議 ワ ー キ ン ン グ グ ル ー プ
部 課 

氏 名 （ 前 任 者 ） 氏 名 （ 前 任 者 ） 

 部長 杉山 雅男【議長】  

企画政策課 課長 萩原 則行 中村 一人 

秘書広報課 〃 日吉 一三（日吉  孝） 三浦 章子 

職員課 〃 梅原誠一郎 大川  浩 

企画部 

情報管理課 〃 山下 文紀（稲葉  稔） 佐藤 活也 

庶務課 〃 大嶽 静夫 山木 勇一 

財政課 〃 鈴木 将敬 若山  克（堀池 靖幸） 

課税課 〃 日吉  孝（石井 照市） 常田 静雄 

総務部 

収納課 〃 青山  忠 ◎沢谷 勝博 

市民課 〃 田畑 徳治（鈴木 秀彦） 鈴木 幸延 

環境防災課 〃 小泉 節男（田畑 徳治） 八木 一彦（勝野 光枝） 

市民部 

美化推進課 〃 宮下 芳明 ○森田 勝利 

社会福祉課 〃 齋藤 長一（日吉 一三） 荻島 友一（石井 裕介） 

高齢者福祉課 〃 小田  坦 稲葉繁太郎 

児童課 〃 杉本 一男（山下 文紀） 鈴木 将博 

保険年金課 〃 井端 宣彦 佐藤 英臣 

健康推進課 〃 高橋 良弌（野満 勝二） 堀池 靖幸（高橋 良弌） 

保健福祉部 

病院事業課 〃 山下 輝久（石井 松男） 高橋 一也 

観光課 〃 肥田 義則 鶴田 政利 

産業課 〃 三好 信行（森野 秀実） 稲葉 信洋（荻島 友一） 

観光経済部 

競輪事業課 〃 福王  茂（小泉 節男） 倉橋 正治（山本 静雄） 

土木道路課 〃 小池 勝夫（臼井美樹夫） 辻井 正義 

建築住宅課 〃 鈴木 傳二 野田 研次（大胡 惣市） 

都市計画課 〃 山田 良一 鈴木 雅文 

建設部 

下水道課 〃 鈴木 修三（大宮弥宗司） 日吉  徹（今井 健壽） 

 会計課 〃 石川由美子（田畑 節子） 鈴木 健支 

業務課 〃 白井 哲 岩本 隆司 水道部 

工務課長 〃 井上 克盛 大川 敦肆 

消防総務課 〃 西川永一郎 池田 正明 

予防課 〃 築山 繁信（増田 悦男） 肥田 元幸 

消防本部 

消防署 署長 三枝 輝雄 村山  実 

管理課 課長 斉藤 公夫（鈴木  渉） 田畑  均 

学校教育課 〃 丸井 重孝 勝野 光枝（斉藤 公夫） 

教育委員会 

生涯学習課 〃 島津  瞭 稲葉  修 

 監査委員事務局 局長 杉本 弘男 佐藤津喜子（深沢 雅子） 

 議会事務局 〃 土屋 章一（野満 勝二） 石井 充雄（萩原  博） 

◎ 議長  ○ 副議長 
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策定体制図 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

              諮問      答申                       参加      参加 

 

                        全員協議会 

                         報 告 

                  報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民（市民意向） 

庁内 

検討 

組織    報告    指示 

 

 

 

      報告    指示 

 

 

 

      報告    指示 

 

 

 

      

 

 

第三次伊東市総合計画審議会 

 
 

 
専 門 部 会 

市  長 

（決裁） 

 

議 会 

調整会議（原案決定） 

企画会議（原案作成） 

ＷＧ会議（素案作成） 

意向調査 

アンケート 

・既存の市民要望 

・市議会の審議 

・請願・陳情 

・地区要望 

・地域懇談会 

事務局（企画政策課） 
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４．第八次基本計画について（諮問・答申） 

 

 

 

 

伊 企 第 １ ０ ２ 号 

平成１７年１０月７日 

 

伊東市総合計画審議会会長 様 

 

 

伊東市長  佃  弘 巳   

 

 

第三次伊東市総合計画第八次基本計画（案）について（諮問） 

 

 

 本市における総合的かつ計画的な行政運営を図るため、まちづくりの具体的

な方向性を示す第三次伊東市総合計画第八次基本計画（案）を策定しましたの

で、伊東市総合計画審議会条例第２条の規定に基づき貴審議会の意見を賜りた

く、諮問いたします。 

以 上  
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伊 総 審 第 １ 号 

平成１７年１１月１７日 

 

伊東市長  佃  弘 巳  様 

 

 

伊 東 市 総 合 計 画 審 議 会  

会 長  鈴 木 洋 子  

 

 

第三次伊東市総合計画・第八次基本計画について（答申） 

 

 平成１７年１０月７日付け伊企第１０２号をもって諮問のあった第三次伊東

市総合計画・第八次基本計画については、審議の結果、次のとおり本審議会の

意見を決定したので答申します。 

 なお、第八次基本計画は、第三次総合計画の後期計画として、今後の市政運

営に重要な役割を担うものです。 

 厳しい社会経済状況や逼迫した財政状況の中での行政運営ではありますが、

市民との協働により、まちづくりの目標である「～住みたい 訪れたい 自然

豊かな やすらぎのまち 伊東～」の実現に向け、本審議会の審議経過と答申

を十分尊重し、全力を傾注されることを要望します。 

 

記 

 

１ 第八次基本計画 

 第八次基本計画については、諮問案の一部を別紙修正意見のとおり修正し、

他は諮問案のとおり決定した。 

 

２ 審議会の審議状況（略） 

  

３ 審議を行った委員（略） 

   以 上  
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第八次伊東市基本計画           

策定・発行 平成 18 年３月 

伊東市企画部企画政策課 

〒414-8555 静岡県伊東市大原二丁目１番１号 

電話 （０５５７）３６－０１１１（代表） 


